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独自追加したボタンのクリック結果をプロセス分岐条件に使用する方法

押されたボタンにより、プロセスの処理を変更したい場合に使用するテクニックです。

Eformデフォルトのボタン



手順概要

①標準で用意されているボタンをオフ
②押されたボタンを保持する隠し項目（テキストボックス）を追加
③ボタンを追加し、アクションを「クリック」から「発行」に変更
④高度タブのJavascript欄に、コードを記述
⑤条件式の設定



手順①②③

①標準で用意されているボタンをオフ

②押されたボタンを保持する隠し項目を追加

③ボタンを追加し、アクションを「クリック」から「発行」に変更

３つのボタンを追加



手順④

④高度タブのJavascript欄に、コードを記述

eFormHelper.setFieldValue({ fieldId:'pressButtonValue', value:"申請" }, $.noop);

押されたボタンの値
を格納する内部名

ボタンが押されたとき
に保持する値



手順⑤



実行結果
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